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と
じ
て
保
存
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
い
つ
か
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
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待
ち
に
待
っ
た
北
小
学
校
新
校
舎
が

三
月
十
七
日
完
成
し
ま
し
た
。

　
北
小
学
校
の
児
童
四
百
余
汰
、
特
に

六
年
生
は
、
卒
業
を
ま
え
に
ど
ん
な
に

か
、
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
o

「
こ
れ
が
、
ぽ
く
た
ち
、
わ
た
く
し
た

ち
の
校
舎
な
ん
だ
。
」

　
こ
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
近
代
的
な
校

舎
に
、
よ
ろ
こ
び
と
感
激
を
、
か
く
し

き
れ
な
い
よ
う
で
し
た
。

（4月1日現在）面積…22．34平方キロ1，571世帯7，706（男3865，女3，841）＜村勢＞総人口
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農
業
の
改
善
事
業
に
重
点

展
会
童

一
億
八
千
八
百
万
円

昭
和
四
十
五
年
度
事
業
計
画
の
大
要
と
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
国
保
特
別
会
計
、
水
道
事

　
業
会
計
の
予
算
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
予
算
は
、
全
般
を
通
じ
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
か
つ
住
民
の
福
祉
の
向
上
と
生
活
の

　
　
　
安
定
を
は
か
り
、
地
域
社
会
の
平
和
と
繁
栄
を
招
来
す
る
こ
と
を
基
本
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
ま
た
、
国
や
県
の
段
階
に
お
け
る
事
業
計
画
や
、
予
算
配
分
の
内
容
と
、
本
村
の
立
地
条

　
　
　
　
　
件
と
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
て
、
①
人
づ
く
り
、
②
く
ら
し
づ
く
り
、
③
村
づ
ぐ
り
の
三
本

　
　
　
　
　
　
の
主
柱
を
た
て
、
こ
れ
を
村
政
の
重
点
と
し
て
予
算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
体
育
館
の
建
設
と

　
　
　
　
社
会
教
育
の
向
上
に

①
人
づ
く
り
の
た
．
め
に
は
、
そ
の
要

諦
が
教
育
に
あ
る
こ
と
を
考
え
、
体
育

教
育
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
体
育
館

を
北
小
学
校
に
建
設
す
る
と
と
も
に
》
、

中
・
小
学
校
備
品
、
教
育
資
材
の
充
実

さ
ら
に
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す

　
　
農
業
の
改
善
事
業
と

　
　
　
　
所
　
得
　
倍
　
増
　
を

　
②
く
ら
し
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
農

業
生
産
の
選
択
的
拡
大
を
は
か
り
、
農

業
所
得
の
倍
増
を
期
す
る
た
め
に
第
二

次
農
業
改
善
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
、
工
業
振
興

対
策
を
推
進
し
て
、
農
工
一
体
と
し
て

住
民
の
所
得
倍
増
に
寄
与
す
る
た
め
に

工
場
誘
致
を
行
な
う
こ
と
を
計
画
い
た

し
ま
し
た
Q

　
　
道
路
網
の
整
備
と

　
　
　
　
都
市
計
画
の
推
進
を

③
村
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
住
民
生

活
に
い
か
に
大
ぎ
く
影
響
す
る
か
を
考

え
て
、
住
民
一
体
と
し
て
村
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
新
都
市
計
画
法
の
施
行
に
と
も
な
う

指
定
や
、
滑
川
村
一
帯
の
森
林
公
園
完

　
　
　
　
　
ヤ

成
の
あ
か
つ
き
に
、
本
村
の
立
場
と
将

昭和45年度一般会計予算

（単位千円）

歳　　　　出

来
を
見
と
お
し
て
、
こ
れ
ら
に
合
致
し

た
村
、
づ
く
り
に
ま
い
進
す
べ
き
責
任
を

自
覚
し
、
先
ず
道
路
網
の
整
備
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
村
の
幹
線
道
路
を
手
は
じ
め
と
し
、

主
要
な
道
路
か
ら
舗
装
工
事
を
行
な
っ

て
開
発
の
手
段
と
し
、
さ
ら
に
み
な
さ

ん
の
意
向
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ぐ
み
入
れ
た

方
途
を
選
び
、
都
市
計
画
の
推
進
を
期

金　額
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35，40
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金　額
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　3，000

　　1，027
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188，390

歳

区分

鵬
誕
羅
繋
懲
灘

計合入

す
る
考
え
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
は
、
別

表
の
と
お
り
、
総
額
一
億
八
千
八
百
余

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
だ
が
、
な
お

公債費4．33％

rその地1．86％

総務鷺

　
艇
％
議
会
費

1みたて
　　高等学校費
　　社会教育費

．辮、

教

各
種
事
業
の
推
進
の
段
階
に
お
い
て
、

増
額
補
正
の
必
要
が
認
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
の
主

旨
に
つ
い
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
了
解
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

村の財政の組

　たばこ消費税

薄勤

ー
i
」

電気ガス税

商工費0。70％

　　　　　　1，59％

　　　　　　　　　　　．66％
使用料、

手数料

趣定弦，産訳

｛取得税

4，62％

自動尋

歳み合計

88，390千円
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1水道会計1

甲－’

水
源
井
の
掘
さ
く
で

／　　、

施
設
の
拡
充
を

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
拡

張
工
事
を
計
画
し
着
手
し
て
お
り
ま
す

水
源
井
の
掘
さ
く
や
、
そ
れ
に
と
も
な

う
送
配
水
管
の
布
設
な
ど
、
継
続
事
業

と
し
て
行
な
い
ま
す
か
ら
、
事
業
面
の

拡
充
と
と
も
に
、
収
支
予
算
は
増
額
し

て
お
ゲ
ま
す
．

◎
業
務
の
内
容

．
給
水
戸
数
　
　
　
『
千
三
百
五
十
戸

、
年
問
総
給
水
量

　
　
　
　
・
五
十
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
．

　
．
一
日
平
均
給
水
量

　
　
　
千
三
百
九
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル

　
お
も
な
建
設
改
良
事
業

　
　
　
水
源
井
の
掘
さ
く
と
、
送
配
水

　
　
　
管
の
布
設
工
事

◎
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

．
．
今
ま
で
水
道
使
用
量
の
検
針
は
、
　
　
基
準
に
し
て
算
出
し
、
検
針
を
し
な
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

毎
月
犠
っ
た
足
宴
。
て
い
ま
い
月
分
の
差
狸
つ
い
て
は
、
つ
護

設
壁
と
隷
娯
軋
雛
鉦
．
算
定
．
辮
　

度
讐
　
水
纏
鉾
て
攣
謙

　
　
検
針
を
行
な
わ
な
い
月
分
の
料
金
　
　
け
で
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
　
解

聾
絃
巌
謬
ー
継
ー
ー
ー
　

h
き
へ
芝
鳳
譲
＄
穐
遊
砥
匙
き
葱
‡
老
魁

　
・
収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

営
業
収
益
　
　
千
七
百
九
十
万
一
千
円

営
業
外
収
益
　
　
・
　
　
十
万
一
千
円

　
支
出

，
営
業
費
用
　
千
四
百
二
十
八
万
六
千
円

営
業
外
費
用
　
三
百
五
十
一
万
六
千
円

予
備
費
　
　
　
　
　
　
　
二
十
万
円

o
資
本
的
収
入
と
支
出

収
入
　
企
業
債
　
　
　
　
千
五
百
万
円

一
般
会
計
負
担
金
　
　
　
四
十
九
万
円

工
事
負
担
金
　
　
百
九
十
七
万
五
千
円

支
出
　
建
設
改
良
費
　
二
千
三
百
万
円

企
業
債
償
還
金
　
　
百
十
九
万
五
千
円

　
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
不
足
す
る
額
は
、
繰
越
金
で
ま
か

な
い
．
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

／

国民健康保険特別会計

　　　　　　1，847千円

　　　　　　　　　3、4％

，鮒臓男r

ぞ　
の

歳
、

出

44，062千円

険給付費　　㍗

　37，021千円

、　　　84．0％

9千円
6．0％

3，103干・冊

　　r－2，63

f呆険税

16，235千円

36．9％

緋・

入歳

＿．讐
　22，065千円

＼　　瓢％

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
巾
な
伸
び
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
の

増
額
に
よ
っ
て
歳
出
面
を
お
ぎ
な
い
、

保
険
税
の
税
率
を
変
更
せ
ず
、
自
然
増

に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た

　
◇
か
さ
ね
戸
棚
　
一
個

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
市
㈱
埼
玉
観
光
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
小
型
消
防
ポ
ン
プ

　
団
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
．

　
　
二
十
五
馬
力
で
、
小
型
動
力
ポ
ソ
プ

　
と
し
て
は
強
力
な
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

　
り
本
村
の
消
防
力
ば
、
一
段
と
強
化
さ

，
れ
ま
す
。

づ
び

．
ζ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ξ

ん

’
　
　
　
～

㌔り’り
の

一
　
　
　
　
感
　
謝
～

崩
ぐ’㌔’

　
北
小
学
校
校
舎
の
建
築
記
念
に
と
、

㌔
，
つ
ぎ
の
と
お
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
の

％
一
で
お
知
ら
せ
し
、
ご
好
意
を
心
か
ら
感

㌔りゆ

％
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

’
～
◇
塵
埃
計
、
照
度
計
、
簡
易
騒
音
計
、

“ユ

ぼ

。
リ
モ
コ
ソ
式
視
力
計
、
環
境
衛
生
測
定

μ一り

．
機
具
、
煮
沸
器
、
機
械
戸
棚
、
ベ
ッ
ト

一ル
ぴ

．
救
急
器
具
な
ど
で
五
十
万
円
相
当

一り

．
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
　
高
橋
も
と

怖うロ

、
◇
応
接
セ
ッ
ト
　
一
組

ひ％ロ

ゆ

。
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
　
栃
沢
正
義

％つ

ゆの

、
◇
大
時
計
　
一
個

’ロリ

“
　
　
江
南
村
　
水
野
八
郎
　
武
政
定
一

ら

“
　
　
　
　
　
　
持
田
良
作
　
馬
場
茂
雄

“なり

・
◇
掛
時
計
　
一
個

％ル

一
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
市
　
松
本
書
店

ワ％’殉％’触、“簡、つ
一悔ヂ

幽

㎜
総
藻
獄

嘱’の％“輔脂一り鴨一舶ヤ》

　
　
医
療
費

　
　
　
3
7
琴
陸
ふ
え
る

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
療
養
給
付
費
の
増
高
に
よ
っ
て
、

収
支
予
算
は
前
年
に
対
し
て
二
十
六
・
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春
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

対
策
協
議
会
も
で
き
る

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
、
四
月
六
日

か
ら
四
月
十
四
日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
交
通
事

故
の
多
い
埼
玉
県
で
は
、
期
間
を
四
月

三
十
日
ま
で
延
長
し
て
行
な
い
ま
す
。

　
人
命
尊
重
を
重
点
に
、
歩
行
者
の
交

通
事
故
絶
滅
を
目
ざ
し
て
、
道
路
交
通

に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
人
に
、
交
通
安

全
恵
想
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す

　
村
で
も
二
月
に
交
通
安
全
対
策
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
交
通
安
全
運
動
を
進

め
る
態
勢
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
ま
た
自
転
車

の
乗
り
方
な
ど
に
も
よ
く
注
意
し
て
、

健
康
な
体
で
楽
し
い
毎
日
が
す
ご
せ
る

よ
う
、
村
内
の
み
な
さ
ん
一
体
と
な
っ

て
協
力
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
災
害
共
済

　
・
加
入
者
は
三
、
九
八
五
人

　
村
の
み
な
さ
ん
が
、
万
一
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
と
き
、
一
日

一
円
、
年
問
三
百
六
十
円
の
会
費
で
、

最
高
五
十
万
円
ま
で
の
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
る
交
通
災
害
共
済
の
、
四
十
五
年

度
の
加
入
者
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
現
在
一
般
二
千
六
百
十
人

中
学
生
以
下
千
三
百
七
十
五
人
、
合
計

三
千
九
百
八
十
五
人
で
、
昨
年
の
同
期

よ
り
百
八
十
人
多
く
、
加
入
率
は
五
十

一
・
五
パ
レ
セ
ソ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
度
に
は
、
会
員
の
う

ち
三
十
一
人
が
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
、

百
六
十
三
万
六
千
円
の
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
ま
し
た
。

　
事
故
の
内
容
は
死
亡
二
件
、
三
か
月
、

以
上
の
重
傷
五
件
、
一
か
月
～
三
か
月

の
け
が
十
二
件
、
軽
傷
十
二
件
で
し
た

弓
≧
f
｝
『
｝
，
葛
》
》
、
f
～
ノ
、
’
亀
～
》
、
’
【
薯
f
⊃
、
ノ
》
、
f
瞥
’
～
【
’
㍉
ノ
邑
～
’
・
】
f
噛
’
》
軍
象
f
｝
モ
・
ρ
、
f

　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
出
身
の
戦
没
者
二
百
二
十
四
柱
に
さ
さ
げ
る
慰
霊
　
“

英霊よやすらかに
戦没者慰霊祭

祭
が
、
三
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り
中
学
校
体
育
館
で
、
ご

遺
族
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
大
ぜ
い
の
来
賓
の
か
た
が
た

の
参
列
の
も
と
に
、
村
内
各
寺
院
、
神
官
の
ご
協
力
を
え
て

き
わ
め
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
者
全
員
の
黙
と
う
に
つ
づ
い
て
神
式
、
仏
式
の
法
要

が
お
ご
そ
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
祭
主
が
霊
前
に
玉
串
を
奉
典
、
焼
香
の
あ
と
祭
文
を
さ
さ

げ
、
限
り
な
く
発
展
す
る
村
の
現
況
を
報
告
し
て
、
こ
の
郷

土
と
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
と
す
る
村
民
の
、
将
来
に
尽
き
せ

ぬ
ご
加
護
を
と
、
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
村
議
会
議
長
、
遺
族
代
表
、
来
賓
の
順
に
玉
串

を
奉
典
、
焼
香
が
行
な
わ
れ
参
列
者
ご
ぞ
っ
て
「
英
霊
よ
や

す
ら
か
に
」
と
心
よ
り
慰
霊
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
村
を
あ
げ
て
の
慰
霊
祭
は
厳
粛
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
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’
、
」
セ
’
、
く
⊂
’
、
～
》
8
～
」
覧
ノ
監
」
監
》
髪
」
、
～
’
脳
ノ
》
」
鴨
～
》
【
，
』
㍉
｛
～
－
き
》
乳

　
　
　
　
　
　
　
ー
）

　
　
鱒

〔
写
真
は
安
全
運
動
期
間
中
に
行
な
わ

れ
た
主
要
道
路
で
の
交
通
指
導
〕

　
犬
の
登
録
と

　
　
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

　
毎
年
四
月
に
な
り
ま
す
と
、
県
下
い

っ
せ
い
に
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防

注
射
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
狂
犬
病
に
か
か
っ
て
い
る
犬

に
か
ま
れ
一
度
発
病
す
る
と
、
必
ら
ず

死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
を
予

防
す
る
た
め
に
、
法
律
に
よ
っ
て
、
犬

の
飼
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

，
登
録
　
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
で

予
防
注
射
の
会
場
か
役
場
（
随
時
）
で

受
け
付
け
、
手
数
料
は
一
頭
三
百
円
。

　
予
防
注
射
　
登
録
の
対
象
に
な
っ
た

犬
全
部
で
、
年
二
回
春
と
秋
に
行
な
い

手
数
料
は
一
頭
一
回
に
つ
き
二
百
六
十

円
で
す
。

　
　
　
）

　
　
　
　
　
｛

　　　　　　叢垂1　　　繍撫i黍il：賦

お知らせ

　→漁
岬ザ碑攣

　
　
　
役
場
に

　
　
　
　
　
土
地
改
良
課

　
　
農
業
振
興
地
域
の
指
定
に
よ
っ
て
、

　
土
地
基
盤
整
備
事
業
や
、
農
業
の
改
善

　
事
業
が
行
な
わ
れ
、
産
業
課
の
仕
事
が

　
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
そ
こ
で
、
四
月
一
日
か
ら
土
地
改
良

　
課
を
つ
く
っ
て
、
つ
ぎ
の
仕
事
を
行
な

　
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
、
土
地
基
盤
整
備
事
業

．
二
、
農
業
近
代
化
の
施
設
整
備
事
業

　
三
、
土
地
改
良
区
に
関
す
る
こ
と

　
　
四
月
一
日
付
で

◎
　
　
先
生
が
異
動

　
　
昭
和
四
十
四
年
度
末
教
職
員
の
異
動

　
が
、
三
月
三
十
一
日
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
　
発
令
は
四
月
一
日
付
で
、
本
村
の
学

．
校
関
係
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
江
南
南
小
学
校

　
　
教
頭
　
青
木
敬
一
　
大
原
中
よ
り

　
　
教
頭
　
戸
井
田
経
世
三
尻
小
教
頭
へ

・
江
南
北
小
学
校

　
　
教
頭
　
大
野
昌
一
　
用
土
中
よ
り
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勝
酌
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り
　
）

　
の騰

．
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蟹縷

ぼ
く
も
血
液
検
査
を

　
、
三
月
三
十
日
母
子
セ
ン
タ
ー
に
移

動
保
健
所
が
開
か
れ
、
乳
児
、
老
人

　
一
般
検
診
や
血
液
検
査
が
行
な
わ
れ

↑
多
ぜ
い
の
か
た
が
受
診
さ
れ
ま
し
た

卜
都
市
計
画
地
域
を
視
察

　
　
四
月
二
日
、
都
市
計
画
調
査
委
員

　
は
、
都
市
計
画
事
業
の
す
す
ん
で
い

　
る
上
尾
市
や
、
坂
戸
町
の
状
況
を
視

　
察
し
て
き
ま
し
た
。

τ幹線道路の舗装できる

　小川県道ぞい役場入口から、北

小学校に通じる最もひんばんに使

用される幹線道路、1，700メートル

の舗装ができあがりました。

、

三
、
友
情
を
育
て
る
心
づ
か
い

‘69

●
、
ξ
ら
．
。
㍉
・
、
．
．
。
、
ξ
ら
e
3
儀
ξ
學
，
9
ン
・
。
一
・
。
3
3
ら
．
㌔
ξ
も
．
9
・
3
零
．
，
の
㌔
9
・
。
．
9
．
3
．
一

ロ

子
ど
も
の
し
つ
け
⑩

　
　
　
中
・
高
校
生
時
代

　
　
　
非
行
や
そ
の
ほ
か
の
間
題
か
ら
救
う
も

　
青
年
期
の
友
人
関
係
を
ひ
と
こ
と
で

表
わ
す
と
、
「
友
情
の
深
ま
グ
」
と
い

う
の
が
ぴ
っ
た
り
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
・

く
人
は
、
生
が
い
の
友
を
こ
の
時
期
に

見
い
出
す
の
で
し
ょ
う
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
親
は
表
面
的

な
理
由
か
ら
、
友
人
を
批
判
し
が
ち
で

す
が
、
子
ど
も
と
の
内
面
的
な
交
流
を

重
視
し
て
や
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す

　
多
く
の
青
年
が
、
受
験
や
失
恋
の
打

撃
に
対
し
て
立
ち
直
れ
ゐ
わ
は
、
友
情

の
せ
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
友
だ
ち
と
の
深
い
つ
き
あ
い
に
、
理

解
と
場
所
を
与
え
て
や
る
の
が
親
の
役

割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
、
理
想
を
追
究
さ
せ
る

　
青
年
期
に
は
理
想
を
い
だ
き
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
す
す
む
時
代
で
す
。
人
類

の
数
多
く
の
文
化
的
遺
産
は
、
青
年
時

代
の
発
想
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
の
も
、

う
な
ず
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
親
と
子
の
話
し
合
い
で
、
先
輩
や
教

師
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、
文
学
、
美
術
、

そ
の
他
の
も
の
を
媒
体
と
し
て
、
こ
の

時
期
の
子
ど
も
に
、
理
想
と
希
望
を
い

だ
か
せ
る
こ
と
を
考
え
て
や
り
た
い
も

の
で
す
。

　
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
は
、
か
れ
ら
を

の
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

五
、
’
労
働
の
し
つ
け

　
す
べ
て
の
人
間
は
、
働
い
て
人
生
を

わ
た
つ
て
ゆ
く
わ
け
で
、
労
働
に
対
す

る
正
し
い
認
識
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
、

青
年
期
に
ふ
さ
わ
し
い
し
つ
け
で
し
ょ

う
。　

労
働
の
質
と
報
酬
の
関
係
、
労
働
の

モ
ラ
ル
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
家
庭
で
両

親
の
働
き
を
手
が
か
り
と
し
て
教
育
き

れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
ま
た
で
き
れ
ば
こ
の
時
期
に
、
無
報

酬
の
経
験
も
、
報
酬
を
え
る
ア
ル
バ
イ

ト
と
と
も
に
体
験
さ
せ
た
い
も
の
の
一

つ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

初
サ
ラ
リ
ー

あ
な
た
だ
っ
た
ら

ど
ち
ら
の
道
を
え
ら
ぴ
ま
す

　
二
」
　
　
仁
L
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教
諭
　
木
村
巳
美
　
川
本
南
小
よ
り

　
養
護
教
諭
　
井
上
明
子
　
新
採
用

　
教
頭
　
橋
本
寿
夫
　
江
南
中
教
頭
へ

　
教
諭
　
相
原
重
信
　
川
本
南
小
へ

江
南
中
学
校

教教教教教
諭諭頭諭諭

レ
ジ
ぎ

洒

皿』θOJ口

母四〇汀

ロロnσ己

爆
／
、

効
廿
ラ
覇

潔
ラ

　
リ
8

倉
上
喜
子

増
田
純
子

持
田
包
夫

松
本
久
明

持
田
令
子

豊

新
採
用

新
採
用

男
裳
中
校
長
へ

花
園
中
教
頭
へ

寄
居
中
へ

　
　
　
　
南
幼
稚
園

　
　
　
　
　
教
諭
　
田
中
公
子
　
新
採
用

　
　
　
　
北
幼
稚
園

　
　
　
　
　
教
諭
　
福
島
春
江
　
新
採
用

　
　
　
　
　
教
諭
堀
好
子
新
採
用

　
　
　
　
　
教
諭
　
飯
島
と
よ
　
退
職

　
　
　
　
　
胃
の
検
診
を

　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
か
ら
だ
の
健
康
を
保
つ
の
に
、
胃
の

　
　
　
　
役
割
が
い
か
に
た
い
せ
つ
か
は
、
み
な

　
　
　
　
さ
ん
が
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
し
か
し
、
胃
の
弱
い
人
は
案
外
多
く

　
　
　
　
ま
た
、
胃
が
ん
、
胃
か
い
よ
う
な
ど
恐

…
一
簾
難
饗

　
　
　
　
　
検
診
目
　
五
月
一
日
午
前
八
時
か
ら

　
　
　
　
　
場
　
所
　
江
南
村
役
場

　
　
　
　
　
費
用
二
百
八
十
円

癖
難
製
護
鰻

　
　
　
繍
簾
な
か
ら
だ
に
い
た
し
ま
し
ょ
乞

　
L

　
か

　
仁

弼
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の
晶

瓢
作
⑤

　
　
　
よ

江
南
村
の
宝

　
　
　
江
南
南
小
学
校
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
秀
雄

　
ぽ
く
は
、
一
年
前
の
四
月
、
熊
谷
市

写
ら
江
南
村
に
こ
し
て
き
ま
し
た
。
学

護
も
石
原
小
学
校
か
ら
江
南
南
小
学
校

……
と
か
わ
り
ま
し
た
。

一
ぽ
く
は
、
初
め
の
う
ち
は
、
松
林
に

㎜
か
こ
ま
れ
た
新
し
い
家
が
き
ら
い
だ
っ

五
。
友
だ
ち
が
一
人
も
い
な
く
て
さ
び

．
し
か
っ
た
。
山
の
中
は
、
少
し
こ
わ
く

．
も
あ
っ
た
。
で
も
、
一
か
月
二
か
月
と

た
つ
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
、
江
南
村
が

す
き
に
な
っ
た
。

　
図
か
ん
で
き
り
見
た
こ
と
の
な
か
っ

た
わ
ら
び
や
ぜ
ん
ま
い
を
、
ぽ
く
の
こ

の
手
で
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ん
と

う
の
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
が
聞
か
れ
、

こ
じ
ゅ
け
い
や
、
き
じ
が
ぽ
く
の
家
の

に
わ
を
、
よ
ち
よ
ち
歩
ぎ
ま
す
。
沼
に

は
、
白
さ
ぎ
も
と
ん
で
き
ま
す
。

　
夏
の
朝
に
は
、
か
ぶ
と
虫
が
み
つ
か

り
、
昼
間
は
せ
み
の
声
が
と
て
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
秋
に
な
れ
ば
山
ぐ
り
が
と

れ
、
す
ず
虫
、
松
虫
、
こ
お
ろ
ぎ
の
合

そ
う
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
江
南
村
に
は
、
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん

遊
園
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
安
心

し
て
自
転
車
に
乗
れ
る
山
道
、
野
球
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
で
き
る
広
い
庭
、
自

然
の
す
が
た
の
虫
や
鳥
、
ゆ
り
や
つ
つ

じ
の
花
が
美
し
く
咲
く
、
こ
の
江
南
村

が
、
ぽ
く
は
大
す
き
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
す
こ
し
も
さ
び
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
わ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
友
だ

ち
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
。

　
江
南
村
は
ぽ
く
の
村
で
す
。
あ
の
山

も
、
こ
の
沼
も
、
鳥
も
虫
も
、
み
ん
な

ぽ
く
の
大
す
き
な
江
南
村
の
宝
物
で
す

い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
大
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
の
病
気

　
　
　
江
南
南
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
順
子

　
お
と
う
さ
ん
は
、
十
二
月
の
な
か
ば

騒
鶴
蝿
藁
縫

　
お
か
あ
さ
ん
が
、
　
「
早
く
い
し
ゃ
に
＝

見
て
も
ら
い
な
い
ね
。
」
と
い
っ
て
も

お
と
う
さ
ん
は
「
へ
い
き
だ
、
へ
い
き

だ
。
」
な
ん
て
い
っ
て
、
薬
で
ま
に
あ

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
お
と
う
さ
ん
が
へ
ん
な

病
気
に
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

L
ん
ば
い
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
お
と

う
さ
ん
を
見
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
お
と
う
さ
ん
は
、
「

ど
う
も
へ
ん
だ
か
ら
、
い
し
ゃ
に
見
て

！

）

も
ら
い
に
行
っ
て
く
る
か
ら
な
。
」
と

い
っ
て
、
で
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
で

も
病
名
が
わ
か
ら
な
く
て
、
し
ば
ら
く

入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
と
て
も

た
い
へ
ん
で
し
た
。
早
く
な
お
っ
て
像

し
い
の
で
、
わ
た
し
は
ツ
ル
を
お
っ
て

も
っ
て
い
っ
た
り
、
一
日
お
き
に
下
ぎ

ゃ
、
く
つ
下
を
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
に
、
わ
た
し
や
お
か
あ
さ
ん

が
し
ん
ぽ
い
し
て
い
る
の
に
、
お
と
う

さ
ん
は
、
あ
ん
が
い
へ
い
き
な
よ
う
で

し
た
。
病
名
は
、
よ
う
血
せ
い
ひ
ん
血

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
二
か
月
た
っ
て
、
よ
う
や
く
退
院

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
に
か
え
っ
て
か
ら
も
、
ま
だ
ね
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、

た
び
た
び
ぬ
け
だ
し
て
は
、
お
つ
か
い

に
行
ぎ
ま
す
。
し
ゅ
う
に
一
度
、
病
院

に
か
よ
っ
て
い
ま
す
が
、
お
と
う
さ
ん

が
、
家
に
か
え
っ
て
き
た
こ
と
だ
け
で

う
れ
し
く
て
、
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
、
か
お
い
ろ
も
い

い
し
、
も
う
す
ぐ
な
お
り
そ
う
で
す
。

　
で
も
、
わ
た
七
は
、
な
お
り
そ
う
じ

ゃ
な
く
て
、
早
く
な
お
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

犬
と
ね
こ
の
る
す
番

　
　
　
江
南
南
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
山
ひ
ろ
み

う
、
つ
ま
ら
な
い
だ
6
う
と
思
い
ま
す

　
だ
か
ら
、
朝
、
学
校
へ
行
く
と
ち
ゅ

う
、
今
日
は
早
く
帰
っ
て
ロ
リ
ー
や
、
・
・

ケ
と
ざ
ん
ぽ
に
で
も
い
こ
弥
か
な
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
あ
そ

び
に
む
ち
ゅ
う
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
こ

と
を
わ
す
わ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
に
で
も
、
家
に
帰
れ
ば
必

ず
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う

に
ワ
γ
ワ
y
ほ
え
ま
す
。
う
れ
し
さ
の

あ
ま
り
に
、
ロ
リ
！
が
私
に
と
び
つ
い

て
く
る
の
で
、
あ
た
ま
を
な
で
て
や
る

ど
、
家
の
中
か
ら
、
　
「
ロ
リ
ー
ば
か
り

な
で
る
な
よ
刃
、
」
と
い
う
よ
う
に
な
き

　
　
　
　
　
　

，
な
が
ら
ミ
ケ
が
で
て
き
ま
す
。

　
ロ
リ
ー
と
ミ
ケ
は
、
い
つ
も
私
の
と

り
っ
こ
で
す
。
家
族
の
う
ち
で
は
、
私

が
い
ち
ば
ん
い
い
の
か
な
。
私
も
ロ
リ

ー
や
ミ
ケ
は
す
き
で
す
。

　
ロ
リ
ー
や
、
・
・
ケ
が
、
わ
る
い
こ
と
を

し
た
と
き
で
も
、
私
に
は
、
と
て
も
ぶ

つ
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
ロ
リ
ー
と
ミ
ケ
が
い
る
か
ぎ
り
、
私

，
た
ち
は
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
ま
す
。

ロ
リ
ー
、
ミ
ケ
、
る
す
番
た
の
ん
だ
よ

　
　
　
　
　
）
）

雛
叡
雛
　
所
得
纏
鱗

書
　
　
　
　
　
瞭

朝
早
く
か
ら
お
昼
す
ぎ
ま
で
、
朝
ご
瀟
難
申
告
を
お
出
し
に
な
っ
た
か
た

は
ん
だ
け
食
べ
て
、
と
き
に
は
朝
ご
は
轟
、
申
告
豊
日
に
書
い
た
所
得
金
額
や
税

雛
鷲
纏
藁
講
雛
獄
姦
麩
響

　
の
と
き
は
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
二
か

　
月
以
内
（
本
年
は
五
月
十
六
日
ま
で
）

　
に
限
り
、
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
、

　
正
し
い
額
に
訂
正
し
て
も
ら
う
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
申
告
も
れ
と
な
っ
て
い
た
所

　
得
が
あ
る
こ
と
に
気
、
、
つ
い
た
な
ど
の
場

　
合
に
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
に
お
た

　
ず
ね
く
だ
さ
い
。
　
（
熊
谷
税
務
署
）

　
　
電
話
架
設
代
金
の

　
　
　
　
集
金
人
に
注
意

　
　
最
近
、
行
田
、
春
日
部
な
ど
埼
玉
県

　
内
と
群
馬
、
栃
木
、
千
葉
の
各
県
で
、

　
電
話
局
員
と
い
つ
わ
り
「
電
話
を
す
ぐ

　
ひ
く
」
と
も
ち
か
け
て
、
架
設
代
金
な

　
ど
を
だ
ま
し
と
る
事
件
が
多
数
発
生
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
電
話
局
で
は
、
電
話
の
架
設
に
あ
た

　
り
、
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、
架
設
代

　
金
な
ど
を
集
金
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意

　
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
熊
谷
電
話
局
）
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農家。

ぺ一嬰

整調産生と作稲

・転作・休耕に奨励金

　一調、．一一，・
＿’、　脳＿

彗
隔

あ
ま
っ
て
い
る

お
米

　
お
米
は
、
昔
か

ら
、
わ
た
く
し
た

ち
の
生
活
を
支
え

て
き
た
第
一
の
食

糧
で
、
そ
の
増
産

に
多
く
の
人
た
ち

が
、
汗
を
流
し
て

き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ

の
お
米
も
、
こ
こ

数
年
の
豊
作
続
き

に
加
え
て
、
パ
ン

や
め
ん
類
の
著
し

■
い
普
及
に
よ
っ
て

そ
の
消
費
量
は
減

り
、
現
在
国
内
に

約
五
百
六
十
万
ト

　
γ
も
あ
ま
っ
て
い

る
実
状
で
す
。

「
稲
作
調
整
」
の

ね
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
／

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た

場
合
、
そ
う
と
う
の
お
米
が
あ
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

ど
う
し
て
も
「
米
の
生
産
調
整
」
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
全
国
で
は

百
五
十
万
ト
ン
の
生
産
調
整
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
し
減
反
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
食
管
制
度
が
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ

も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
今
後
の
生
産
が
非
常
に
む

ず
か
し
く
な
り
、
米
価
に
つ
い
て
は
暴

落
す
る
お
そ
れ
も
あ
っ
て
、
国
民
経
済

に
大
き
な
混
乱
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も

あ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
稲
作

特
産
「
江
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
収

穫

を
し
て
い
る
》
た
た
ち
の
、
ゼ
ゆ
う
ぶ

ん
な
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、

稲
か
ら
ほ
か
の
作
物
に
転
換
し
や
す
い

よ
う
に
、
転
作
、
ま
た
は
休
耕
十
ア
ー

ル
あ
た
り
二
万
八
千
六
百
七
十
四
円
の

『
奨
励
金
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
村
で
は

　
　
　
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
反

　
江
南
村
で
の
割
当
希
望
数
は
、
七
十

ニ
ト
ン
（
二
十
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で

生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
三
月
末
日
現
在
、
二
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
反
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

ナ
ス
」

　
は
じ
ま
る

老す手荷をまえ

　
最
近
の
農
業
は
、
米
の
問
題
を
中
心

に
大
き
な
変
革
期
に
た
た
さ
れ
て
い
る

や
さ
き
、
水
田
の
高
度
利
用
に
よ
る
所

得
向
上
を
目
ざ
す
八
名
の
有
志
に
よ
っ

て
、
ナ
ス
の
早
出
栽
培
が
計
画
さ
れ
ま

し
た
。

　
栽
培
者
を
中
心
に
御
正
農
協
、
普
及

所
、
役
場
が
一
体
と
な
っ
て
準
備
が
す

す
め
ら
れ
、
水
田
三
千
八
百
六
十
平
方

癖
（
四
十
艀
i
）
に
大
型
ビ
ニ
ー
ル
ト
ソ

ネ
ル
が
建
て
ら
れ
、
厳
し
い
寒
さ
に
う

ち
勝
っ
て
三
月
収
穫
に
成
功
し
ま
し
た

　
ナ
ス
が
彼
岸
に
食
べ
ら
れ
る
と
億
考

　
　
＼
、

　
　
だ

え
て
も
み
な
か
り
た
だ
け
に
、
ま
さ
に

画
期
的
技
術
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
ナ
ス
は
米
、
麦
に
か
わ
っ
て
三

月
か
ら
秋
ま
で
収
穫
で
き
る
も
の
で
、

種
ま
き
は
十
二
月
六
目
に
御
正
新
田
の

関
口
定
治
さ
ん
の
大
型
ト
ソ
ネ
ル
内
に

温
床
を
作
り
、
焼
モ
ミ
ガ
ラ
に
種
を
ま

き
、
八
人
で
共
同
管
理
し
、
二
月
下
旬

か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
各
自
の
大
型

ト
ソ
ネ
ル
内
に
植
え
付
け
て
、
ナ
ス
の

ツ
ボ
ミ
に
・
4
－
D
を
つ
け
て
や
り
、
早

　
　
　
　
　

く
肥
ら
せ
た
も
の
で
、
今
の
価
格
で
一

個
二
十
円
位
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ソ
ネ
ル
内
は
も
う
真
夏
、
ナ
ス
は

次
か
ら
次
と
花
を
開
き
、
ま
ず
は
ホ
ッ

ト
一
息
、
こ
れ
か
ら
は
収
穫
と
踊
ー
D

を
つ
け
る
の
が
毎
日
の
仕
事
と
、
組
合

員
一
同
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
面
は
栽
培
と
あ
わ
せ
て
江
南
ナ

ス
出
荷
組
合
が
結
成
さ
れ
、
農
協
を
と

お
し
て
の
共
同
販
売
を
行
な
う
た
め
、

市
場
に
江
南
ナ
ス
が
出
ま
わ
る
の
も
間

近
い
で
し
ょ
う
。

　
十
艀
ー
当
り
の
収
量
は
五
ト
ン
を
目
標

に
し
て
お
り
、
米
、
麦
と
比
べ
て
じ
ゅ
㎜

う
ぶ
ん
引
き
合
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
組
合
員
を
増
す
と
と
も
に
、

模
拡
大
を
は
か
り
、

　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藷

籍
難
灘
礁
駅
婁
韓
肋

㌔
　
　
若
葉
も
え
る
五
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
十
字
の
月

　
　
五
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、
赤
十
字

　
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

’

　
　
村
で
も
例
年
の
と
お
り
、
区
長
さ
ん

　
を
お
願
い
し
て
日
赤
募
金
を
行
な
い
ま

、
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
こ
の
お
金
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
養
護

　
施
設
に
入
っ
て
い
る
気
の
毒
な
人
や
、

　
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
見

　
舞
金
品
な
ど
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

　
　
赤
十
字
の
精
神
を
理
解
し
、
み
ん
な

　
で
協
力
し
て
、
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の

’
た
め
に
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。

㌔　
　
　
ご
意
見
、
ご
希
望
を

　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
村
で
は
ハ
村
で
行
な
う
事
業
や
、
議

　
会
の
こ
と
、
役
場
の
仕
事
の
こ
と
、
学

　
校
の
こ
と
な
ど
、
村
の
内
容
を
み
な
さ

　
ん
に
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
．
広
報
「
こ
う
な
ん
・
」
を
発
行
し
、
み
な

灘
さ
篶
難
難
い
た

　
だ
け
る
親
し
め
る
広
報
に
と
努
力
し
て

　
お
り
ま
す
が
、
こ
の
広
報
に
対
す
る
ご

　
意
見
、
ご
希
望
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ
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繕

代
理
人
は
必
ず
委
任
状
を

PE

ん
、

　
　
　
印
か
ん
は
、
あ
な
た
の
権
利
を
守
り

な　
　
あ
な
た
の
権
利
を
失
い
ま
す
。

う　
　
　
印
か
ん
登
録
、
印
か
ん
証
明
交
付
申

こ艮
請
に
は
、
必
ず
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ

幸　
　
い
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
本
人
が
来
ら

広　
　
れ
ず
代
理
人
が
申
請
す
る
と
き
は
、
本

　
　
人
の
書
い
た
委
任
状
と
代
理
人
の
印
を

　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
た
だ
し
印
か
ん
登
録
の
場
合
は
、
す

　
　
で
に
登
録
し
て
あ
る
保
証
人
一
人
の
印

　
　
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
委
任
状
の
書
き
か
た

昭和45年4月20日

　　　委　　任　1状

願　墓．藷
上記の賓を代理人として下記の権限を

委任いたします

　　　　　　記
ユ．印かん届（改印届．廃印届）関する件

1．印かん証明に関する件

　　　　昭和　　年　　月　　貝

㊥
所
名

住
氏

　
出
生
届
は
十
四
日

　
死
亡
届
は
七
日
以
内
に

　
出
生
、
転
入
、
転
居
の
届
出
は
十
四

日
以
内
に
、
死
亡
、
死
産
の
場
合
は
七

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

．
届
出
に
は
印
か
ん
、
．
米
穀
通
帳
、
国

か
ん
証
明
書

民
健
康
保
険
証
と
、
届
出
の
種
類
に
よ

　
っ
て
、
つ
ぎ
の
も
の
が
必
要
で
す
。

　
・
．
出
生
届
に
は
母
子
手
帳
』

　
・
婚
姻
届
に
は
夫
、
妻
と
証
人
二
人
の

　
印
か
ん
と
、
江
南
村
に
本
籍
の
な
い

　
か
た
は
戸
籍
抄
本

　
・
転
入
届
に
は
、
国
民
年
金
手
帳
と
転

　
出
証
明
書

　
・
転
出
届
は
、
転
出
先
の
住
所
と
世
帯

　
主
の
氏
名
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
届
書
に
は

　
　
　
　
職
業
を
は
っ
き
り
と

　
届
書
に
転
業
や
産
業
（
死
亡
届
）
を

書
く
と
き
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
・
　
職
業
は
、
仕
事
の
内
容
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。

　
　
た
と
え
ば
電
気
配
線
工
、
会
計
事
務

員
な
ど
と
し
て
、
会
社
員
、
工
員
、
公

務
員
な
ど
と
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
・
　
産
業
は
、
本
人
が
仕
事
を
し
て
い

た
事
務
所
、
工
場
、
店
な
ど
の
事
業
の

内
容
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
と
え
ば
、
、
農
業
、
家
具
製
造
業
、

食
品
小
売
業
な
ど
と
書
い
て
く
だ
さ
い

　
・
　
休
職
中
や
休
業
中
の
か
た
も
、
職

業
や
産
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
住
民

課
窓
口
で
お
き
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
踏
）

たけのこごはん

　　　2‘危険，と思ったら
あ莚　　　1　　　ゆ　　　つ　　　ヘ　　　ノ　　　すぐ東京電力へ

　　　，　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　　　■　　　，　　　1　　　置　　　　　　　　　　　　　　　1　　　◎　　　か　　　ヨ　　　、一一一『電気の災害をなくそう一甲一・一一

耳　　　，　　　◎　　　■　　　ロ　　　コに　　、電気器具のけし忘れは火事のもと

　　　‘◎　アイロン、電気アンカ、電気ストー

　　　！　ブ、ヘアードライヤーなどのけし忘れ

　　　、　で火事になることがあります。

　　　ζ　　お使いになったあとは、かならずコ
：ザ②1ンセントからぬいて継ましょう．

ル①、
にを1◎　突然の停電の時は、電熱を利用した
あ盆｛　器具のスイッチを、かならず切ってお
げ里｝

　’の！　いてください。
1鞭〉◎豚舎の保温用電球から火災になった

・の料、　例があります。保温用箱内の温度上昇
奔蜜を防ぐため謁度調節劉サー王スタ

iと・）ノ　ット）を取りつけてください。
1水とζ

を煮｝危険と思ったらすぐお近くの東京電力へ
あてく◎　台風や強風などで万＿電線が切れて

1「煽’幽ノ　いるのを発見したら、絶対に手をふれ

　　　ノ　ずに、すぐお近くの東京電力へご連絡

　　　、　ください。
　目～◎新築や改築などの工事中に、周囲の

　を　ン　電線にふれて感電することがあります

一美1　危険と思ったら、すぐお近くの東京

1し～電力へお知らせください・鮒で防護
1く！管の取り付けをい規ます・
　　　与　　連絡は、熊谷営業所管内のかた電話

・　　　駕　22局4505番へ、小川営業所管内のかた
　　　2　　　’　には、小原農協で取り次いでくれます

　　　材料4人分一
たけのこ一・……2509（中1本）

油揚げ……・・ひ…・……・6……3枚

豚肉一・…一・一…・……1009

米一……………・………一4合

調味料

　だし汁………………2カツプ2カツプ

小さじ2

小さじ2

外さじ1

大さじ1

砂とう…・

塩……・…

しようゆ・

酒…一…

〔
作
り
方
〕

①
た
け
の
こ
は
、
ぬ
か
と
赤
と
う
が
ら

し
を
加
え
て
ゆ
で
、
水
洗
い
し
て
か
ら

た
ん
ざ
く
に
切
る
。
豚
肉
は
せ
ん
切
り

油
揚
げ
は
油
ぬ
き
を
し
、
た
て
二
つ
に

切
っ
て
、
よ
こ
か
ら
七
～
八
、
・
・
リ
巾
に

切
る
。
…

②
①
を
分
量
の
調
味
料
で
さ
っ
と
煮
て

ザ
ル
に
あ
げ
、
残
り
の
煮
汁
と
水
を
あ

わ
せ
て
、
米
の
二
割
増
に
水
加
減
を
し

て
た
き
、
水
の
引
き
ぎ
わ
に
具
を
の
せ

て
む
ら
す
。

　
炊
き
あ
が
っ
た
ら
、
よ
く
混
ぜ
あ
わ

　
せ
て
器
に
も
る
。
焼
き
の
り
を
こ
ま
か

く
切
っ
て
、
上
に
の
せ
る
と
よ
い
。

　
た
た
み
の

　
　
　
　
　
　
ふ
き
方

　
畳
の
よ
ご
れ
は
、
住
居
用
の
洗
剤
（

ま
た
は
中
性
洗
剤
）
を
と
か
し
、
か
た

く
し
ぼ
っ
た
ぞ
う
き
ん
で
、
畳
の
目
に

そ
っ
て
ふ
き
と
り
、
さ
ら
に
す
す
ぎ
ぶ

き
す
る
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
め
の
お
湯
に
ほ
う
酸
（
お

湯
一
、
八
リ
ッ
ト
ル
に
茶
さ
じ
三
杯
）

を
と
か
し
、
こ
れ
で
ふ
い
て
も
さ
っ
ば

り
し
ま
す
。
．
こ
の
場
合
、
す
す
ぎ
ぶ
き

．
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
ノ

　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
目
を
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
す
る
に
は

　
　
目
の
疲
れ
は
、
視
力
の
衰
え
の
最
大

　
の
原
因
で
す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
睡
眠
キ

　
と
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
た
い
せ
つ
で
す

　
が
、
目
が
疲
れ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
す

　
　
目
を
美
し
く
保
つ
に
は
、
ど
ん
な
方

　
法
よ
り
も
ま
ず
、
肝
臓
を
丈
夫
に
し
て

　
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

　
も
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は

　
睡
眠
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と
り
、
豆
類
、

　
牛
乳
、
ハ
チ
、
・
・
ツ
、
生
野
菜
な
ど
も
名

．
一
く
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

’一馬ヤ
　1ヘヘ’、

ロ闘’
”、簡一’妬

、餌ノ

｝
ぐ
目
を
閉
じ
て
、
親
指
と
人
さ
し
指
で

㌔り

，
目
頭
を
軽
く
十
秒
ぐ
ら
い
お
さ
え
る
と

一へう

一
毛
細
管
の
う
っ
血
が
散
っ
て
、
一
時
的

’ロヘ

、
に
は
す
っ
き
り
し
ま
す
。

炉ヂ

㎞
　
ま
た
、
遠
く
の
山
々
の
緑
や
、
樹
木

㌔り

，
の
緑
を
見
つ
め
る
こ
と
も
、
目
の
疲
れ

ご鞠ヤ

“
を
と
る
の
に
効
果
的
で
す
。

’じ斬、
　

’’転
の鴨’’翰、“’ロ師、“’軸

％餉’㌦




